
まだ生成系AIなるものを利用したことがありません。最近，そのことを大学の同僚の教員に話したら，定
年間近の先生にまで「信じられない」と言われてしまいました。学生に，あらかじめ生成系AIで文章を校正
した原稿を提出するように指導しており，生成系AIに校正させることにより業務が大幅に効率化したとのこと
でした。これほどまでに生成系AIの利用が急速に普及しているのかと，少し衝撃を受けましたが，今後は更
に利用する機会が増えるのであろうと思いました。
ふだんからよく利用している検索エンジンと比較すると，生成系AIが消費する電力は大きいといわれていま
す。もちろん，生成系AIの消費電力を削減する技術の開発は進んでいると思いますが，普及の速さを考え
ると電力需要が増えることはほぼ確実でしょう。
生成系AIをはじめとするデジタル技術の“インフラ化”が進み，システム停止が社会に大きな影響を与え

るようになりつつあります。デジタル基盤の運用には，当然，電力が必要で，安定した電力供給が不可欠で
す。一方で，環境対応も強く求められており，急速に普及が進む太陽光発電をはじめとする再生可能エネル
ギーの安定流通に向けた取り組みも重要です。更に，労働人口減少に対応するため省力化や経済性向上の
ための設備の有効利用についても考える必要があります。このように，電力供給を取り巻く環境は急変，か
つ複雑化しており，消費地と離れた地域の電力を安定かつ低損失に，また環境に配慮した形で供給するた
めに，電力流通システム技術の革新は不可欠です。
生成系AIにより，自動的に技術革新が進展するような社会が到来するのかどうかは分かりませんが，当面

は技術を磨く人材が必要です。残念ながら，東京大学では電力技術を志す学生が減少しており，人材供給
の使命を果たす上で大きな課題であると認識しています。
電力流通システム技術は，未来の社会基盤を創るために不可欠であり，今回の特集を通じて，多くの方

に認知・理解していただけることを期待します。また，今後も技術開発へのたゆまぬ取り組みを続け，電力
流通システム技術の発展に貢献していくことを祈念します。
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